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認
定
第
１
号

平
成
29
年
度
佐
久
穂
町

病
院
事
業
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

議
案
第
43
号

佐
久
穂
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
仮
称
）
道
の
駅 

調
査
費
計
上

●
佐
久
穂
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　
　
　
　

▼
住
所
地
特
例
の
適
用
者
が
加
入
し
た
場

合
、
当
町
が
保
険
料
を
徴
収
す
べ
き
被

保
険
者
と
す
る
。

●
佐
久
穂
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
県
に
も
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が

設
置
さ
れ
る
た
め
、
佐
久
穂
町
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
と
名
称
変
更
す
る

改
正

●
平
成
29
年
度
佐
久
穂
町
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
道
路
橋
梁
費　

辺
地
対
策
事
業
の
繰
り

越
し
明
許
費
の
追
加

●
佐
久
穂
町
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
３
１
９
７
万
６
千
円
を
増
額
し
予
算
総

額
80
億
４
７
５
３
万
２
千
円
と
す
る
。

●
平
成
29
年
度
佐
久
穂
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

▼
２
３
９
４
万
４
千
円
を
減
額
し
予
算
総

額
14
億
１
７
２
６
万
７
千
円
と
す
る
。

●
平
成
29
年
度
索
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
２
４
４
９
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
１
億
１
８
４
８
万
４
千
円
と
す
る
。

●
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算

▼
４
４
万
９
千
円
の
減
額

●
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
２
０
０
０
万
円
の
予
備
費
減
額

第
３
回
臨
時
議
会

●
佐
久
穂
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
国
の
政
令
公
布
に
よ
る
改
正

●
佐
久
穂
町
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
花
岡
崎
田
地
区
農
集
排
水
施
設
を
廃
止

す
る
た
め
、
基
金
条
例
か
ら
削
除
す
る

改
正

●
佐
久
穂
町
特
定
教
育　

保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
認
定
こ
ど
も
園
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

条
項
の
改
正

●
佐
久
穂
町
下
水
道
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
花
岡
崎
田
地
区
排
水
処
理
施
設
の
廃
止

に
よ
る
条
例
か
ら
の
削
除

●
佐
久
穂
町
下
水
道
施
設
事
業
分
担
金
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
▼
花
岡
崎
田
地
区
排
水
処
理
施
設
を
廃
止

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
承 

認

●
議 

案

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
も
の
と
、
運

営
健
全
化
の
た
め
税
率
の
見
直
し
、
引
き
上
げ

を
行
う
た
め
の
一
部
改
正

（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

監
査
委
員
の
意
見　

町
民
の
健
康
を
守
る
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
か
ん
が
み
て
、
町
立
病
院
と

し
て
常
勤
医
師
の
確
保
、
職
員
の
適
正
配
置
、

経
費
の
削
減
等
を
念
頭
に
業
務
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

す
る
こ
と
に
よ
る
、
分
担
金
条
例
か
ら

削
除

●
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
４
９
５
９
万
８
千
円
の
増
額

８
０
億
６
８
５
９
万
８
千
円

●
平
成
30
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算▼

人
件
費
５
３
万
２
千
円
の
増
額

●
平
成
30
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

▼
補
正
額
な
し
、
予
備
費
対
応

●
平
成
30
年
度
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
補
正

予
算▼

２
８
２
万
６
千
円
増
額

●
平
成
30
年
度
索
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
５
万
４
千
円
減
、
総
額
１
億
４
７
３
１

万
２
千
円

●
下
水
道
施
設
の
処
分
に
つ
い
て

▼
花
岡
崎
田
排
水
処
理
施
設
を
南
佐
久
公

共
下
水
道
に
移
管
す
る
た
め

●
平
成
30
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

▼
８
月
よ
り
整
形
外
科
常
勤
医
の
就
任
に

よ
り
収
入
増
、
人
件
費
の
補
正

●
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　

渡
邉 

明
彦 

氏

▼
任
期
平
成
30
年
５
月
６
日
か
ら
４
年
間

全
員
賛
成
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
２
日

八
千
穂
高
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
道
の
駅

測
量
、
開
発
行
為
委
託
料
２
０
０
０
万
円

承　

認

第
９
号

６　

月

定
例
会

６
月
８
日
〜
６
月
22
日

初
め
て
の
夜
間
、休
日
議
会

初
め
て
の
夜
間
、休
日
議
会

（
関
連
記
事　

７
ペ
ー
ジ
参
照
）

監
査
委
員
の
意
見

監
査
委
員
の
意
見
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平成30年第４回定例会平成30年第４回定例会  賛否一覧賛否一覧

議  員  名

議案等番号 議案等略名

西
部
元
和

島
﨑
規
子

須
田
良
子

石
井
正
行

出
浦
修
身

井
出
正
臣

髙
橋
康
徳

髙
見
澤
研
二

佐
々
木
正
雄

倉
澤
陽
一

倉
澤
治
貴

岡  
部　
勝  
一

髙
見
澤
春
野

議決
結果

承認第７号　専決処分の承認を求めることに
ついて　平成 29年度佐久穂町索道事業特別
会計補正予算（補正第 2号）

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ■ ◯ ◯ ◯ ◯ 可 決

議案第43号　「佐久穂町国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制定について」に対
する修正動議

■ ■ ◯ ■ ◯ ■ ■ ◯ ■ ■ ■ ■ ◯ 否 決

議案第 43号　佐久穂町国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制定について ◯ ◯ ■ ◯ ■ ◯ ◯ ■ ◯ ◯ ◯ ◯ ■ 可 決

議案第 46 号　平成 30 年度佐久穂町一般会
計補正予算（補正第 2号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ■ ◯ ◯ ◯ ◯ 可 決

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求
める意見書」の採択を求める陳情書 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ■ ◯ 可 決

※これ以外の案件等は、全会一致でした。

※「○」は賛成、「■」は反対 　議長（小宮山雅則）は採決に加わりません。

問　

承
認
第
９
号　
（
仮
称
）
道
の
駅
の
測
量

設
計
管
理
委
託
料
が
予
備
費
か
ら
２
０
０
０
万

円
振
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
予
算
の
算
出

根
拠
は
？
ま
た
こ
の
予
算
か
ら
見
込
む
事
業
予

算
規
模
は
？

総
合
政
策
課　

   

実
施
区
域
は
２·
２
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
開
発
行
為
面
積
が
１·

２
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
。
以
下
測
量
作
業
、
地
質
調
査
、
土
質

調
査
、
設
計
業
務
、
関
係
許
認
可
申
請
図
書
の

作
成
、
打
ち
合
わ
せ
、
関
係
機
関
の
協
議
と
い

う
内
容
で
す
。
造
成
事
業
の
み
の
予
算
で
す
。

上
に
建
て
る
建
物
の
事
業
予
算
は
算
出
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

議
案
第
43
号　

「
佐
久
穂
町
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
に
対

す
る
修
正
案

髙
見
澤 

研
二

総
括
質
疑

井
出  

正
臣

問問
　

こ
の
条
例
改
正
の
修
正
と
、
昨
年
の
所
得
水

準
の
低
下
に
よ
っ
て
生
じ
る
今
年
度
の
税
収
の

減
額
分
は
、
平
成
30
年
度
の
国
保
会
計
の
一
部

分
で
す
。
支
出
で
減
額
が
見
込
め
る
項
目
が
あ

り
、
予
算
の
や
り
く
り
で
補
正
で
き
る
は
ず
で

す
。
条
例
と
い
う
強
制
力
を
持
っ
た
措
置
で
負

担
増
を
強
い
る
、
弱
者
へ
の
し
わ
寄
せ
は
や
め

る
べ
き
で
す
。
原
案
か
ら
町
独
自
の
値
上
げ
部

分
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

総
合
政
策
課
長

修
正
動
議

修
正
案
に
反
対  

原
案
賛
成

倉
澤  

治
貴

修
正
案
に
賛
成  

原
案
反
対

出
浦  

修
身

　

国
民
健
康
保
険
は
今
年
か
ら
運
営
主

体
が
町
か
ら
県
に
移
管
し
ま
し
た
。
将

来
国
保
税
率
が
県
下
一
率
に
な
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
県
税
率
よ
り
低
い
当
町

に
お
い
て
は
税
率
の
引
き
上
げ
が
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
段
階
的
措

置
だ
と
思
い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
や
貸
し
付
け
で
何
と
か
維
持

し
て
き
た
が
、
赤
字
額
が
膨
ら
ん
で
き

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
国
保
自
体

が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
元
も
子

も
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
負
担
の
原
則

お
よ
び
行
財
政
改
革
推
進
か
ら
も
、
税

率
の
引
き
上
げ
は
や
む
な
し
と
考
え
ま

す
。

　
　
　

　

国
保
税
の
値
上
げ
を
し
な
い
方
針
を

決
め
た
ば
か
り
で
す
。
か
つ
予
算
上
の

誤
差
範
囲
内
の
収
入
不
足
の
見
込
み
で

あ
り
、
ま
ず
は
町
を
挙
げ
て
医
療
費
の

削
減
に
努
め
、
値
上
げ
を
回
避
す
べ
き

で
す
。

討 論
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「佐久穂町議会に関する「佐久穂町議会に関する
アンケート調査」アンケート調査」

■■無回答   
   1.2%

2018 年 4月、町内全世帯を対象に「佐久穂町議会に関するアンケート」
を実施しました。
多くのみなさまにご協力をいただき、回収率が 33.6％となりました。
ご回答くださいました皆様に心よりお礼申し上げます。
佐久穂町議会では町民のみなさまからいただいた貴重なご意見を真摯に
受けとめ、今後の議会改革への取り組みの参考とさせていただきます。

あなたの性別は

速報速報
集計結果（平成 30年 6月 21日現在）

男性
68.3%

女性
30.5%

あなたの年齢は

町議会に関心がありますか これまでに佐久穂町議会を傍聴したことがありますか

休日や夜間に議会が開催されたら傍聴しますか

■■無回答    
      0.9%

少し関心がある
49.6%

関心がない
17.6% 関心がある

31.9%

■■ 1回  48.3%
■■ 5回以下 43.8%
■■ 10回以下  2.9%
■■ 11回以上  5.0%

傍聴したことはない
81.3%

■■無回答
      1.8% 傍聴した

ことがある
16.9%

平日の夜間
開催

休日の夜間
開催

休日の昼間
開催

傍聴する
25%

傍聴する
17% 傍聴する

28%

傍聴しない 72%傍聴しない 83%傍聴しない 75%

Q1

Q3

Q5

Q2

Q4

■■ 18歳～ 29歳 0.9%
       ■       ■ 30歳代 4.1%
          ■■40歳代 7.3%

50歳代
15.2%

60歳代
30.8%

70歳代
23.7%

80歳
以上
16.2%

■■無回答 0.6%
■■世帯意見 1.2%

集計日　　2018/6/21
配付枚数　　4301
回収枚数　　1447
回収率　　　0.336
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「町議会だより」を読んでいますか

「町議会だより」以外で議会に関する情報を得ていますか

町議会議員の活動内容を知っていますか 議会議員の役割については、どういう認識ですか

機会があれば町議会議員選挙に立候補しますか

■■無回答 3.7%

少し知っている
55.1%

知らない
25.9%

知っている
15.3%

町議会議員に自分の意見や要望を伝えていますか

Q7

Q8

Q10

Q6

Q9

Q11

（複数回答）

全部読んでいる

関心のある
記事だけ読む

読んでいない

無回答

38.6%

51.6%

7.4%

2.4%

町議会だよりを知らない
内容がつまらない

その他

      28.3%
             49.6%
20.1%

情報を得ている    49.0%

情報は得ていない  45.3%

無回答   5.7%

            町議会ホームページ 12.9%

    町議会フェイスブック 3.4%

議員個人からの情報            45.3%

地域の集会や会合など   33.4%

     その他   5.0%

議員に直接                 86.2% 
    議員に電話・FAX 6.0% 
議員にメール 0.4% 
    その他の方法 7.4%

■■その他 3.2%

行政チェック
39.1%

理想実現
11.6%

住民の
要望伝達
46.1%

■■無回答 5.4%

立候補しない
91.1%

意見や要望を伝えている
30.5%

意見や要望は伝えていない  60.5%

無回答　9.0%

■■立候補する 
3.5%
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佐久穂町議会議員の人数は、何人が適当と思いますか

■■ 13人2.6%
■■ 14人2.8%
■■15人 0.5%
■■ 16人以上 

1.1%
■■わからない  

6.4%

無回答
48.0%

現在の町議会議員の報酬は月額18万5千円ですが、どう感じますか

佐久穂町議会議員の報酬を具体的に記入ください 今の町議会をどの様に評価しますか

町議会に町民の声が反映されていると思いますか

無回答 
51.5%

休日や夜間など傍聴しやすい議会

町議会議員の定数が14人であることを知っていますか 町議会議員の人数について、どう感じますか

町議会の改革が必要だと思いますか

Q12

Q16

Q13

Q17

Q14

Q18

Q15

Q19

必要である 71.4%

必要でない 
4.4%

わからない
20.3%

無回答
3.9%

議会の審議機能の向上

住民の声が反映できる方法の検討
会議の中継方法や傍聴方法の検討
広報など情報提供の充実
議員定数、報酬などの検討
その他の方法

11.3%
14.8%

29.1%
8.4%
13.8%
21.1%
1.6%

■■まったく
　評価しない

4.8%

■■反映されている
3.9%

■■無回答 2.6%

知っている
70.7%

知らなかった
26.7%

多い
41.6%

適当
33.7%

■■無回答 2.9%

わからない
20.5%

■■少ない 
1.2%

11人以下
21.0%

12人
17.6%

■■無回答 3.2%

今のままで良い
30.5%多い

33.4%

わからない
24.1%

■■少ない
8.8%

■■ 10万円未満 7.3%
■■ 10万円以上

～15万円未満
 19.1%

■■ 15万円以上
～20万円未満 

7.5%
■■ 20万円以上

～25万円未満 
5.2%

■■ 25万円以上 3.9%
■■わからない 5.5%

わからない
27.6% ある程度反映

されている
45.3%

反映されて
いない
20.8%

■■無回答 2.4%

■■評価する
7.3%

■■無回答 3.5%

ある程度
評価する
42.1%あまり

評価しない
20.1%

わからない
22.2%
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60 代以上の傍聴者が大半で、

20～50 代や会社員の方が

少なかった。

議会を傍聴

できてよかった。

止めた方がいい、

夜は休むべきです。

役場職員の時間外や

休日手当等のコストアップに

なるのでは・・。

職員でパブリックビューイングで
見たのですが、
仕事でふだん見れないので、
こういう機会があってよかった。

興味を持ちはじめていたので、

こういう機会があってよかった。

専門用語や　　　

しゃべるのが早すぎて

わかりづらかった。

議員もいろいろ

調べており

聴いて良かった。

大勢の傍聴の皆さんのもと
初の夜間・休日議会夜間・休日議会が試行されました

佐久穂町議会では議会改革の一環として、６月議会において初めての試みとして夜間・休日議会を
開催しました。６月 14・15日は午後６時から９時過ぎに、16日の土曜日は休日議会で朝９時から
午後４時過ぎまでの開催となりました。３日間で議員 12名からの一般質問に、議場での傍聴の他、
北庁舎でパブリックビューイングにも大勢の皆さんが参加していただきありがとうございました。
今後の開催については、試行の結果や問題点を議会改革特別委員会で検討の上、執行側とも協議し
て参ります。

傍聴者数の状況

①傍聴者の性別

傍聴された皆さんに、参加のキッカケ等を任意で
アンケートに答えていただきました。

議会傍聴席 北庁舎会場
１日目：
6月14日18時 24名 18名
２日目：
6月15日18時 27名 ６名
３日目：
6月16日9時 21名 ７名

傍聴者のアンケート概要

傍聴した方の声

男　性：36名
女　性：10名
無回答：２名

②年代別

19 歳以下 2 人
20代　　 0
30 代　　 0
40 代　　 8 人

50代 　10人
60代　 17 人
70代　   7 人
80以上   2 人

③今まで傍聴した事の有無

●傍聴した事がある　　22人
●傍聴した事はない　　25人

④傍聴のきっかけは？（複数回答可）

●いつも来ているから　　　４人
●興味のある議事だから　　５人
●誘われたから　　　　　　11人
●夜間・休日で傍聴が
　　　可能になったから　　29人
●その他　　　　　　　　　16人

⑤今後も夜間・休日議会の
　開催を希望しますか？

●希望する　　28名
●希望しない　  2 名
●その他　　　17名

《その他のコメント》
○わからない
○もう少し様子をみたい

※ 50～ 70代が中心で 40代以下の
　 若い方の傍聴が少なかったようです。

《その他のコメント》
○情報が何もなく、前回の住民
　アンケートに正しく答えられ
　なかったので
○チラシが入っていたので

傍聴されたいく人かの皆さんに感想を伺いました。

夜間議会傍聴席の様子夜間議会傍聴席の様子

北庁舎に設置されたパブリックビューイング北庁舎に設置されたパブリックビューイング
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点
は
地
域
で
先
ず
は
取
り
組
ん
で
み

よ
う
と
す
る
合
意
形
成
が
な
か
な
か

で
き
に
く
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

問　

昨
年
の
10
地
区
で
は
１
回
の
意

見
交
換
会
だ
け
で
「
少
し
づ
つ
課
題

等
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
成
果
を
見
て
い
る
が
、
１
回
だ
け

の
意
見
交
換
だ
け
で
、
フ
ォ
ロ
ー
を

し
て
い
な
い
が
問
題
な
い
か
。

総
合
施
策
課
長　

１
回
だ
け
で
良
い

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

自
主
性
を
重
視
し
、
実
施
で
き
て
い

問　
「
集
落
点
検
」
事
業
の
成
果
と

課
題
・
問
題
点
は
。

町
長　

人
口
減
少
す
る
中
、
集
落
対

策
を
重
要
な
政
策
と
し
て
実
施
推
進

し
て
い
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　

29
年
度
は
10
地
区

で
区
長
・
常
会
長
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
成
果
と
し
て
は

集
落
の
課
題
の
把
握
、
地
域
の
実
情

や
町
の
取
組
み
を
、
住
民
と
行
政
ま

た
は
住
民
同
士
で
少
し
づ
つ
共
有
す

る
場
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
問
題

ま
せ
ん
。

意
見　

昨
年
の
地
区
も
そ
う
だ
が
、

一
昨
年
実
施
し
た
畑
ヶ
中
や
天
神
町

で
も
１
年
以
上
も
意
見
交
換
会
等
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
継
続
実
施

す
べ
き
で
す
。

総
合
政
策
課
長　

地
区
の
自
主
性
を

重
視
し
、
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
粘

り
強
く
実
施
し
て
行
き
ま
す
。

今
年
度
は
集
落
運
営
に
役
立
つ
学
習

会
も
計
画
し
、
事
業
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

問　

学
習
会
は
区
長
だ
け
で
な
く
区

の
役
員
を
含
め
大
勢
受
講
で
き
る
よ

う
計
画
で
き
る
か
。

総
合
政
策
課
長　

区
の
役
員
や
関
心

の
あ
る
人
を
含
め
計
画
し
ま
す
。

問　

町
で
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
ど
う
考
え
、
ど
う
進
め
ま
す
か
。

町
長　

町
村
合
併
以
来
、
一
貫
し
て

あ
ら
ゆ
る
事
業
の
基
本
的
事
項
と
し

て
住
民
と
の
協
働
を
進
め
て
き
て
い

ま
す
。

総
合
政
策
課
長　

住
民
と
行
政
の
協

働
で
は
集
落
点
検
の
様
な
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
策
と
共
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ふ
化
・
育
成
、
人

材
育
成
等
も
重
要
な
事
業
で
あ
り
、

こ
ち
ら
も
佐
久
穂
町
成
立
以
来
、
町

の
全
て
の
事
業
で
推
進
し
、
役
場
の

す
べ
て
の
課
で
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。

問　

近
年
、
参
加
型
の
事
業
を
実
施

し
て
い
る
事
は
良
い
が
、
参
加
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
問
題
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

福
祉
と
健
康
の
集

い
な
ど
で
も
、
従
来
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
し
て
い
た
人
達
が
高
齢
化
し
参

加
で
き
な
く
な
り
、
若
い
人
達
の
参

加
が
広
が
ら
な
い
問
題
は
あ
り
ま
す
。

意
見　

共
同
体
や
共
助
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
意
識
が
希
薄
化
す
る
今
日
で
は
、

公
益
的
事
業
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

手
当
や
助
成
金
な
ど
制
度
的
な
環
境

整
備
も
必
要
と
思
う
が
。

総
合
政
策
課
長　

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
理
想
だ
が
、
公
益
的
先
駆
的
な

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
に
つ
い
て
前
向
き
に
考
え
る
べ

き
問
題
か
と
も
思
い
ま
す
。

意
見　

各
課
と
も
手
一
杯
で
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
は
大
変
だ
が
、
町
長
先

頭
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
率
、

値
上
げ
の
根
拠
は
何
か
髙
見
澤  

研
二

町
長　

持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
堅
持

し
て
い
く
た
め
の
条
例
改
正
で
す

総
合
政
策
課
長

問問

問問町
長

問問

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

問問

意
見
意
見

総
合
政
策
課
長

可
燃
ご
み
を
減
ら
す
方
策
は島

﨑  

規
子

町
長　

改
め
て
３
Ｒ
を
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

意
見
意
見

健
康
福
祉
課
長

問問 意
見
意
見

町
長

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
進
め
る
か

出
浦  

修
身

町
長　

町
は
一
貫
し
て
協
働

を
進
め
ま
す

平成 28 年度天神町集落点検平成 28 年度天神町集落点検
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問　

一
般
家
庭
ご
み
の
分
別
方
法
と
回
収
量
の

推
移
を
町
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　

現
状
の
４
種
22
分
別
が
町
民
の
皆
様
へ

の
定
着
が
図
ら
れ
て
い
る
中
で
妥
当
と
考
え
ま

す
。
回
収
量
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
可
燃
ご
み

は
横
ば
い
傾
向
、
資
源
ご
み
は
減
少
傾
向
に
あ

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
３
Ｒ
運
動
を
改
め
て
推

進
し
、
ご
み
の
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

問　

可
燃
ご
み
の
回
収
量
は
横
ば
い
で
も
人
口

比
で
算
出
す
る
と
、
一
人
一
日
25
ｇ
の
増
で
、

町
全
体
で
は
年
間
で
１
０
３
ｔ
の
増
に
な
る
計

算
と
な
る
。
こ
の
要
因
は
何
と
考
え
る
か
。

住
民
税
務
課
長　
「
増
」
と
な
っ
て
い
る
現
状
に

つ
き
ま
し
て
は
、
生
ご
み
の
水
切
り
や
以
前
町

に
て
貸
与
の
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
利
用
が
さ
れ
て

い
な
い
ご
家
庭
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

町
と
し
て
の
啓
発
不
足
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

問　

現
在
佐
久
市
に
「
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

が
建
設
中
と
い
う
こ
と
で
、
当
町
も
こ
の
セ
ン

タ
ー
に
可
燃
ご
み
の
処
理
を
お
願
い
す
る
と
い

う
計
画
が
あ
る
中
で
、
受
け
入
れ
先
が
あ
る
か

ら
い
い
で
は
な
く
、
自
分
達
が
出
す
ゴ
ミ
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
ど
う
取
り
組
み
、
町

民
の
皆
様
に
は
ど
の
よ
う
な
啓
発
・
周
知
を
し

て
く
の
か
。

町
長　

佐
久
穂
町
廃
棄
物
条
例
に
あ
る
、
町
の

責
務
・
町
民
の
責
務
に
関
し
て
再
認
識
す
る
時

期
に
あ
る
と
考
え
、
今
度
、
可
燃
ご
み
の
処
理

委
託
先
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
の

条
例
の
内
容
に
つ
い
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
り
、
改
め
て
３
Ｒ
を
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
民
税
務
課
長　

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
住
民
の

皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
訴
え
ら
れ
る
の
か
を
基
本

に
先
ず
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
実
に

届
く
よ
う
な
啓
発
と
い
う
の
を
心
が
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

要
望　

町
民
の
皆
様
が
日
々
忙
し
い
中
で
こ
な

す
分
別
で
す
。
理
解
し
や
す
く
、
分
別
が
あ
ま

り
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
な
分
別
方
法
の
展
開

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
見
や
す
さ
や
理

解
し
や
す
さ
を
重
視
し
た
も
の
に
。
そ
し
て
、

ご
み
集
積
所
の
整
備
と
し
て
網
を
か
け
る
簡
単

な
箇
所
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
、
小
動
物
等
に
食
い

荒
ら
さ
れ
て
、
景
観
・
衛
生
上
芳
し
く
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
町
で
は
20
万
円
を
限
度
に

整
備
支
援
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
全
箇

所
の
早
急
な
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

問　

八
千
穂
庁
舎
廃
庁
後
の
周
辺
整
備
と
絡
め

て
、
庁
舎
前
の
交
差
点
の
宮
前
橋
方
面
入
口
の

道
路
に
つ
い
て
、
大
変
狭
く
、
危
険
箇
所
な
た

め
、
何
と
か
拡
幅
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を

多
く
住
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

町
と
し
て
拡
幅
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　

必
要
性
は
以
前
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
が

住
宅
移
転
、
歩
道
橋
、
地
区
集
会
場
が
あ
る
こ

と
か
ら
十
分
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

建
設
課
長　

川
上
佐
久
線
バ
イ
パ
ス
の
計
画
が

決
ま
っ
た
所
で
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

長
野
県
地
域
医
療
構
想
や
医
療
計
画
を
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長　

行
政
の
立
場
と
し
て
は
、
入
院
患
者
の

受
け
皿
と
し
て
国
全
体
の
在
宅
医
療
の
充
実
、

介
護
施
設
等
の
整
備
を
し
た
う
え
で
、
病
床
の

削
減
の
論
議
が
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

佐
久
穂
町
の
医
療
構
想
・
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

県
同
様
の
構
想
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平

成
24
年
か
ら
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
観
点
か
ら

協
議
を
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘
致
、

千
曲
病
院
の
大
規
模
改
修
、
老
人
保
健
施
設
の

統
合
な
ど
を
計
画
し
、
い
ち
早
く
自
主
的
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

問　

病
院
の
再
編
・
統
合
へ
の
誘
導
を
含
む
、

佐
久
地
域
医
療
構
想
と
、
町
立
千
曲
病
院
の
継

続
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

関
連
付
け
て
い
く
か
。

町
長　

町
立
千
曲
病
院
は
、
介
護
療
養
病
床
を

40
床
を
医
療
療
養
型
病
床
に
転
換
し
、
病
床
数

も
20
床
減
ら
し
97
床
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
た
、
新
公
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
人
口
動
態
や

ほ
か
の
医
療
機
関
の
態
勢
な
ど
に
注
意
し
な
が

ら
も
、
当
面
、
現
状
の
ま
ま
運
営
し
て
い
く
よ

う
努
め
ま
す
。

問　

佐
久
穂
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
定

案
で
は
条
例
の
改
正
理
由
が
２
つ
あ
り
、
地
方

税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
も
の
と
、
国
保
会

計
の
健
全
な
運
営
の
た
め
と
な
っ
て
い
る
。
制

度
改
正
な
ど
に
よ
る
収
入
不
足
を
、
安
易
に
加

入
者
負
担
増
で
賄
う
べ
き
で
は
な
い
。
今
回
の

町
独
自
の
税
率
改
正
は
や
め
る
べ
き
で
は
。

町
長　

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
制
度
の
国

保
運
営
方
針
に
、
将
来
的
な
保
険
料
水
準
の
統

一
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
現
状
は
こ
の
水
準
に
段
階
的
に
近
づ
け
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

問　

健
全
な
運
営
の
た
め
に
は
、
条
例
改
正
に

よ
る
加
入
者
負
担
の
引
き
上
げ
以
外
に
も
選
択

肢
は
あ
る
は
ず
。
国
も
、
今
年
度
は
法
定
外
繰

り
入
れ
の
扱
い
を
丁
寧
に
す
る
よ
う
に
、
自
治

体
に
求
め
て
い
る
。
経
過
を
見
定
め
て
か
ら
で

よ
い
の
で
は
。

町
長　

当
初
予
算
で
は
歳
出
で
県
へ
の
納
付
金

額
が
確
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度

の
所
得
確
定
に
伴
い
７
月
に
保
険
税
額
の
本
算

定
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
税
率
で
試
算
す

る
と
、
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
持
続

可
能
な
制
度
と
し
て
堅
持
し
て
い
く
た
め
、
条

例
改
正
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
構
想
に
対
応
す
る
取
り
組
み
と
、

町
立
千
曲
病
院
の
今
後
は

問問町
長安

易
な
国
保
税
値
上
げ
は
避
け
る
べ
き
だ

問問問問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

建
設
課
長

住
民
税
務
課
長

問問

町
長

町
長

問問 問問

問問

住
民
税
務
課
長

意
見
意
見

問問 町
長

千 曲 病 院千 曲 病 院

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

減らそう 繰り返し使おう 活かそう
10月は3R推進月間です
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憩
機
能
と
情
報

発
信
機
能
を
整

備
し
道
の
駅
を

と
る
こ
と
で
す
。

小
さ
な
予
算
で

出
し
た
い
。
大

石
川
に
よ
る
川

場
の
道
の
駅
構

想
も
考
え
て
い

ま
す
。
地
域
振

興
機
能
に
つ
い

て
は
民
間
活
力

等
の
対
処
が
で

き
な
い
か
模
索
し
て
い
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　

建
設
予
定
地
は
八

千
穂
高
原
イ
ン
タ
ー
大
石
川
高
架
橋

東
側
一
体
の
農
地
、
仮
置
し
て
あ
る

建
設
発
生
土
を
利
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
面
積
は
一
万
平
方
メ
ー

ト
ル
が
確
保
可
能
で
す
。

問　

佐
久
穂
イ
ン
タ
ー
付
近
に
類
似

施
設
整
備
の
考
え
は
。

町
長　

位
置
的
な
利
便
性
は
す
ぐ
れ

て
い
る
が
申
請
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

総
合
政
策
課
長　

通
勤

と
い
っ
た
固
定
的
な
利

用
が
主
体
で
、
観
光
や

レ
ジ
ャ
ー
需
要
は
小
さ

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

佐
久
穂
町
の
中
心

街
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い

る
イ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

国
交
省
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
休
憩
施
設
が

必
要
で
は
。

総
合
政
策
課
長　

今
後
の
動
向
を
調

査
し
た
上
で
、
方
針
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
考
え
方
に

変
化
は
あ
る
か
。
社
会
が
変
わ
っ
て

も
、
人
が
減
っ
て
も
、
住
む
人
が
変

北
沢
川
高
野
町
小
山
水
路
の
改
良
推

進
等
９
つ
の
公
約
に
つ
い
て
は
進
捗

の
差
は
あ
れ
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
高
速
交
通
網
の
整

備
に
無
関
係
の
施
策
は
な
く
、
大
き

く
そ
の
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

整
備
予
定
の（
仮
称
）道
の
駅
の

事
業
内
容
及
び
規
模
は
。

町
長　

国
交
省
の
認
定
を
受
け
る
方

向
で
進
め
て
い
ま
す
。
休
憩
施
設
が

な
い
中
部
横
断
道
に
お
い
て
、
休

問　

開
通
前
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
に
変
化
は
あ
る
か
。

町
長　

中
部
横
断
道
が
開
通
し
当
町

は
広
域
的
な
交
通
の
出
入
口
と
な
る

こ
と
か
ら
、
庁
舎
統
合
、
ス
キ
ー
場
、

企
業
誘
致
、
商
工
業
振
興
、
国
・
県

道
整
備
及
び
八
千
穂
高
原
イ
ン
タ
ー

以
南
の
延
伸
推
進
、
川
上
佐
久
線
バ

イ
パ
ス
と
ア
ク
セ
ス
道
の
建
設
推
進
、

わ
っ
て
も
、
集
落
、
田
畑
、
山
林
、

小
川
が
生
き
続
け
る
た
め
に
、
農
業

施
設
の
維
持
管
理
、
省
力
化
や
空
き

家
対
策
等
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
現

役
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い

く
か
。

町
長　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
つ
い
て

は
公
約
時
に
申
し
上
げ
た
と
お
り
で

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
続
き
政

策
実
現
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

商
工
農
林
業
各
分
野
に
対
す
る

支
援
及
び
活
性
化
策
は
。

町
長　

事
業
者
、
関
係
機
関
と
連
絡

を
取
り
合
い
状
況
を
把
握
し
て
支
援

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

商
工
分
野
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
か
ら
、
商
工
業
振
興

助
成
金
、
商
工
業
雇
用
促
進
助
成
金
、

創
業
支
援
事
業
補
助
金
を
開
始
し
ま

し
た
。

景
観
保
全
に
対
す
る
町
の
考
え
は

井
出  

正
臣

町
長　

町
の
特
性
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
、
景
観
行
政
団
体
を
目
指
し
ま
す 総

合
政
策
課
長

高
速
道
路
開
通
に
よ
る

今
後
の
町
づ
く
り

ふ
る
さ
と
地
域

活
性
化
策
に
つ
い
て

問問町
長

問問町
長

問問町
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長 問問

問問 町
長

町
長

総
合
政
策
課
長

予
算（
案
）町
長
査
定
を
町
民
に

公
開
す
る
考
え
は

佐
々
木  

正
雄

町
長　

現
状
で
は
査
定
作
業
の
公
開
は

考
え
て
い
ま
せ
ん

「
道
の
駅
」の
事
業
内
容

及
び
規
模
は

倉
澤  

治
貴

町
長　

国
交
省
の
認
定
を
受

け
る
方
向
で

佐久穂 IC 周辺佐久穂 IC 周辺

問問
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《
終
わ
っ
て
一
言
》

　

景
観
行
政
団
体
を
目
指
し
て
取
り
組
む

と
い
う
答
弁
は
大
き
い
。
大
規
模
太
陽
光

発
電
や
高
速
道
路
、
観
光
や
町
並
み
保
全

も
含
め
て
、
町
民
の
景
観
へ
の
意
識
高
揚

も
期
待
し
た
い
。

問　

佐
久
穂
町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
途
に
今
定
例
会
に
お
い
て
一
般
質
問
を
夜
間

・
休
日
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
２
月
に

は
下
伊
那
郡
高
森
町
が
新
年
度
当
初
予
算
案
の

町
長
査
定
の
一
部
を
町
民
に
公
開
し
て
お
り
ま

す
が
、
佐
久
穂
町
で
も
開
か
れ
た
町
政
を
目
途

に
、
町
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
等
含
め
、

予
算
案
町
長
査
定
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
す

る
お
考
え
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

立
案
さ
れ
る
各
種
事
業
は
、
地
方
公
共

団
体
の
長
た
る
町
長
が
最
終
的
な
編
成
権
を
持

ち
、
法
令
、
条
例
等
に
違
反
し
て
い
な
い
か
、

施
策
方
針
に
合
致
し
て
い
る
か
、
財
政
の
状
況
、

効
率
的
な
行
政
運
営
等
に
適
合
し
て
い
る
か
等

に
つ
い
て
、
十
分
に
こ
れ
を
検
討
し
、
議
会
に

提
出
し
、
審
議
、
議
決
を
経
て
、
執
行
に
移
さ

れ
ま
す
。
私
の
予
算
調
整
権
並
び
に
議
会
の
予

算
審
議
と
議
決
権
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
根
本

的
か
つ
重
要
な
仕
組
み
と
し
て
、
そ
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
現
状
で
は
査
定
作
業
自
体
を
公
開
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
文
書
管
理

問　

合
併
か
ら
13
年
が
経
過
し
、
公
文
書
管
理

は
「
佐
久
穂
町
公
文
書
保
存
分
類
基
準
表
」
に

基
づ
き
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
旧

八
千
穂
村
、
旧
佐
久
町
の
時
代
か
ら
引
き
継
が

れ
た
文
書
等
も
含
め
膨
大
な
量
と
推
測
す
る
が
、

現
状
の
保
管
書
庫
は
何
か
所
あ
り
、
そ
の
管
理

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

現
在
、
公
文
書
の
保
管
場
所
は
、
佐
久

庁
舎
、
四
ッ
谷
の
旧
公
民
館
外
書
庫
、
八
千
穂

庁
舎
及
び
同
庁
舎
外
書
庫
、
旧
穂
積
村
役
場
の

ほ
か
、
い
く
つ
か
の
公
共
施
設
で
保
管
し
て
い

ま
す
。
管
理
に
つ
い
て
は
、
佐
久
穂
町
庶
務
規

定
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
公
文
書

の
検
索
に
大
変
時
間
が
か
か
る
な
ど
課
題
も
あ

る
の
で
、
今
年
度
か
ら
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
新
た
な
公
文
書
の
整
理
、
保
存
、

廃
棄
の
方
法
を
構
築
し
て
い
く
予
定
で
す
。

教
育
委
員
会
主
管
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

問　

コ
ン
サ
ー
ト
等
の
入
場
料
算
出
根
拠
は
。

教
育
長　

公
民
館
は
、
住
民
が
自
由
で
自
主
的

な
学
習
文
化
を
行
う
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
り
、

国
民
の
学
習
権
を
具
体
的
に
保
証
す
る
制
度
と

し
て
「
公
民
館
無
料
の
原
則
」
が
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
性
質
、

目
的
に
よ
り
ま
た
、
住
民
の
公
平
性
等
を
鑑
み

コ
ン
サ
ー
ト
は
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　

コ
ン
サ
ー
ト
等
に
つ
い
て
は
、

選
択
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と
で
委
託
料
ベ
ー

ス
で
公
費
の
50
％
を
原
則
設
定
し
て
い
ま
す
。

問　

八
千
穂
高
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
い

国
道
２
９
９
号
線
沿
い
に
計
画
さ
れ
て
い
る
道

の
駅(
仮
称)

整
備
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
計

画
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　

国
道
２
９
９
号
線
の
道
の
駅
と
し
て
整

備
を
進
め
る
予
定
で
す
。
そ
こ
へ
の
農
産
物
直

売
所
の
移
転
な
ど
を
求
め
た
り
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
立
地
と
し
て
は
大
石
川
の
利
用
の
仕
方

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

財
源
は
町
単
独
の
費
用
か
、
交
付
金
や
補

助
金
の
予
定
は
あ
る
か
。

総
合
政
策
課
長　

現
時
点
で
は
申
請
等
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
一
般
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。

問　

ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
佐
久
南
と
は
、
内
容
的

に
役
割
を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

変
え
ざ
る
を
得
な
い
、
変
え
な
い
と
や

っ
て
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

問　

国
道
１
４
１
号
線
の
交
通
量
減
少
に
よ
り
、

沿
線
の
大
規
模
小
売
店
等
が
売
り
上
げ
を
減
ら

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
店
舗
の
有
無
は
町
の
魅

力
に
と
っ
て
死
活
問
題
だ
が
、
今
後
の
対
策
は
。

町
長　

ス
ー
パ
ー
の
周
り
に
は
、
住
宅
も
で
き

て
い
る
状
況
で
、
障
害
者
施
設
も
そ
う
い
っ
た

場
所
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
速

道
が
開
通
し
て
、
初
め
て
さ
れ
る
議
論
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
具
体
的
施
策

問　

地
域
景
観
の
維
持
保
全
及
び
意
識
醸
成
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

現
在
は
長
野
県
景
観
条
例
と
屋
外
広
告

物
条
例
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

町
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
等
の
特
性
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
こ
と
な
ど
を
目
的
に
方
針
を
定
め
、

景
観
行
政
団
体
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　

景
観
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ま
な
い
か
と
い
う
提
案
を
、
信
州

大
学
経
法
学
部
か
ら
も
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
、
民
間
損
保
会
社
か
ら
社
会
貢
献
活
動
協

定
の
提
案
を
受
け
て
お
り
、
公
民
学
連
携
協
定

が
今
後
具
体
化
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

道
の
駅（
仮
称
）
整
備
の
方
向
性

問問町
長高

速
道
開
通
に
よ
る
経
済
施
策

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
具
体
的
施
策

問問問問問問 町
長

町
長

町
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

問問

公
文
書
管
理

教
育
委
員
会
主
管
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

町
長

町
長

教
育
長

問問問問

問問

八千穂高原 IC 周辺八千穂高原 IC 周辺

北庁舎書庫北庁舎書庫

生
涯
学
習
課
長



1212

町
長　

長
野
県
で
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
に
お
手
伝
い
や
配
慮
を
実
践
す

る
「
信
州
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
と

連
携
さ
せ
、
各
市
町
村
に
、
指
示
が

で
て
い
ま
す
。
本
年
７
月
２
日
か
ら

配
布
が
始
ま
り
、
当
町
も
協
力
し
て

い
き
ま
す
。

問　

町
独
自
で
作
成
の
考
え
は
な
い

か
。

健
康
福
祉
課
長　

県
か
ら
の
配
布
が

不
足
す
る
よ
う
な
ら
、
検
討
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

問　

充
実
し
た
福
祉
の
当
町
で
す
が
、

障
が
い
者
と
の
共
生
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

町
長　

気
付
き
や
認
識
が
大
切
で
あ

り
、
活
動
し
な
が
ら
住
民
の
意
識
啓

発
が
進
み
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
共

に
生
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
大
前
提
に
考
え
て
い
ま
す
。

問　

外
見
的
に
は
認
知
さ
れ
な
い
障

が
い
者
用
に
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
全

国
的
に
普
及
し
は
じ
め
て
い
る
。
当

町
の
取
り
組
み
は
。

問　

難
聴
者
へ
の
補
聴
器
補
助
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　
「
聞
こ
え
の
た
め
」
の
対
策

と
し
て
補
装
具
費
支
給
制
度
、
軽
・

中
度
難
視
聴
児
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
が
あ

り
ま
す
。

保
健
福
祉
課
長　

補
装
具
で
は
、
障

が
い
者
手
帳
所
持
者
の
方
へ
、
補
聴

器
購
入
、
修
理
費
の
支
給
で
、
高
度

難
聴
用
耳
か
け
型
に
４
万
数
千
円
、

重
度
難
聴
型
に
６
万
数
千
円
等
の
基

準
額
を
も
う
け
、
原
則
一
割
負
担
で

す
が
、
対
象
者
に
よ
り
差
異
が
あ
り

ま
す
。

問　

役
場
窓
口
対
応
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　

他
の
人
に
配

慮
し
、
少
し
大
き
な
声
で
の
説

明
や
、
紙
に
書
い
て
の
対
応
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

小
さ
な
声
で
も
聞
こ
え
る

器
具
の
導
入
等
で
安
心
が
広
が

地
を
含
め
運
用
し
解
体
事
業
の
活
用

促
進
を
図
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
固

定
資
産
税
、
町
内
在
住
者
の
扱
い
に
、

問
題
が
生
じ
て
く
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

町
長　

税
制
度
は
更
地
化
で
差
が
出

て
き
ま
す
が
、
税
制
も
考
え
補
助
制

度
作
成
し
ま
し
た
。

総
合
政
策
課
長　

平
成
29
年
度
実
績

は
、
解
体
２
、
整
備
２
、
改
修
１
で
、

改
正
後
は
、
解
体
１
件
、
整
備
１
件
、

改
修
１
件
の
申
請
が
あ
り
、
今
後
も

ふ
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

問　

店
舗
兼
用
、
旅
館
な
ど
宿
泊
を

伴
う
も
の
も
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長　

人
が
居
住
で
き
る

こ
と
が
条
件
で
す
の
で
、
可
能
と
思

い
ま
す
。

（
他
に
、
新
庁
舎
周
辺
の
、
無
電
柱

化
と
街
路
樹
に
つ
い
て
も
、
質
問
し

ま
し
た
。）

給
食
の
安
全
・
安
心
は

石
井  

正
行

障
が
い
者
と
の
共
生
の

具
体
策
は

岡
部  

勝
一

町
長　

県
の
運
動
と
連
携
さ

せ
協
力
し
た
い
！

教
育
長　

学
校
給
食
法
に
基
づ
き
管
理

運
営
さ
れ
て
い
ま
す

八
千
穂
庁
舎
廃
庁
後
は
？

髙
橋  

康
徳

町
長　

現
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
出
張
所
を
設

け
ま
す

町
長

問問問問

問問 町
長

問問

町
長

問問

問問 健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

総
合
政
策
課
長

問問総
合
政
策
課
長

健
康
福
祉
課
長

る
町
づ
く
り
に
、
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
次
に
同
窓
会
支
援
補
助

の
さ
ら
な
る
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

町
長　

同
支
援
事
業
は
、
郷
土
愛
の

助
成
と
Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
に
な

る
よ
う
に
、
と
町
内
で
開
催
す
る
同

窓
会
に
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
で
す
。
条
件
な
ど
を
変
え
な
が
ら

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
向
け
て
い
き

ま
す
。

問　

空
き
家
対
策
事
業
助
成
金
制
度

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
に
、
空
き

町
長

問問 町
長

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

こ
と
を
知
ら
せ
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
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八
千
穂
庁
舎
及
び
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問　

新
庁
舎
建
設
後
の
八
千
穂
庁
舎
は
、
敷
地

内
施
設
を
含
め
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　

し
ば
ら
く
は
行
政
書
類
や
物
品
置
場
と

し
て
使
用
し
、
解
体
を
含
め
た
後
利
用
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

国
道
沿
い
の
書
庫
・
消
防
庫
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
継
続
利
用
す
る
方
針
で
す
。

問　

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の

か
。

町
長　

八
千
穂
地
区
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
で
き
る
限
り
抑
え
る
た
め
、
八
千
穂
地
域
の

出
張
所
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
と
同
様
に
佐
久
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
佐
久
穂
支
所
機
能
、
健
康
福
祉
課
等
様
々

な
課
の
行
政
関
係
事
業
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
貸

館
と
し
て
の
利
用
頻
度
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

問　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
規
模
は
ど
の
程
度

と
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

実
際
の
設
計
は
ま
だ
行
っ
て
い
ま

せ
ん
、
現
状
不
具
合
の
出
て
い
る
箇
所
の
改
修

は
当
然
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
設
計
事

務
所
と
協
議
し
な
が
ら
計
画
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
地

元
区
あ
る
い
は
周
辺
の
区
ま
で
含
め
意
見
交
換

を
行
う
機
会
を
設
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長　

総
合
政
策
課
で
行
お
う
と
し
て
い
る
集

落
点
検
事
業
等
で
、
そ
う
い
っ
た
話
を
す
る
こ

と
は
可
能
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

意
見　

地
域
に
よ
ら
ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
平

等
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改

修
等
に
臨
ん
で
頂
き
た
い
。

八
千
穂
高
原
ス
キ
ー
場
運
営
に
つ
い
て

問　

29
年
度
の
営
業
成
績
は
。

町
長　

来
客
数
・
売
り
上
げ
共
に
目
標
に
達
せ

ず
、
単
年
度
で
約
４
千
６
百
万
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。

問　

民
間
譲
渡
に
向
け
た
取
り
組
み
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

町
長　

現
在
も
交
渉
継
続
中
で
、
年
内
に
は
譲

渡
先
を
決
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

意
見　

直
営
最
終
シ
ー
ズ
ン
に
臨
み
、
周
辺
事

業
者
、
経
済
効
果
等
の
問
題
を
含
め
、
帰
結
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

食
（
給
食
）
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

問　

学
校
給
食
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
。

教
育
長　

学
校
給
食
法
に
基
づ
き
、
管
理
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　

給
食
を
取
り
扱
う
調
理
所
職
員

に
対
し
て
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
や
月
２
回

の
検
便
検
査
の
実
施
を
は
じ
め
、
学
校
給
食
衛

生
管
理
の
手
引
き
に
よ
り
健
康
の
チ
ェ
ッ
ク
や

衛
生
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
は
。

教
育
長　

毎
年
必
ず
全
児
童
・
生
徒
に
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル

ギ
ー
レ
ベ
ル
を
設
定
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
沿
っ

た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応
の
エ

ピ
ペ
ン
の
使
用
練
習
も
年
１
回
小
・
中
学
校
で

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
「
給
食
だ
よ
り
」

が
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
載
っ
て
い
な

い
が
。

こ
ど
も
課
長　

学
校

に
連
絡
を
取
り
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
に

あ
た
っ
て
も
ら
う
よ

う
話
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

安
全
性
と
安
心
感
の
あ
る
学
校
に
つ
い
て

問　

安
全
に
関
す
る
学
習
は
。

教
育
長　

安
全
防
災
指
導
運
営
計
画
に
基
づ
き
、

児
童
・
生
徒
へ
の
安
全
に
関
す
る
学
習
を
行
い
、

緊
急
時
の
職
員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

事
件
や
事
故
及
び
地
震
等
の
自
然
災
害
等
の
対

応
を
し
て
い
ま
す
。

問　

健
康
診
断
の
項
目
、
結
果
の
活
用
は
。

こ
ど
も
課
長　

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
検
査
項
目

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
結
果
活
用
は
児
童
・
生

徒
が
自
分
の
健
康
状
態
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
や
教
職
員
が
健
康
診
断
状
況
を
把
握
し

て
適
切
な
指
導
と
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

女
子
生
徒
の
内
科
検
診
は
女
医
を
担
当
に
。

こ
ど
も
課
長　

女
子
に
つ
い
て
は
女
性
学
校
医
、

男
子
に
つ
い
て
は
男
性
学
校
医
が
原
則
で
す
。

セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
の
犯
罪
に
対
す
る
安
全
・
安
心
は

問　
「
安
心
の
家
」
の
設
置
状
況
は
、
周
知
は
。

教
育
長　

97
か
所
の
ご
家
庭
に
ご
協
力
い
た
だ

き
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
集
団
下
校
時
に
子
ど

も
や
保
護
者
に
現
地
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
（
遊
び
場
）
の
安
全
に
つ
い
て

問　

げ
ん
で
る
公
園
の
管
理
、
点
検
の
周
期
は
。

生
涯
学
習
課
長　

受
付
業
務
を
し
て
い
る
者
が
、

職
員
が
随
時
公
園
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
遊

具
の
一
斉
点
検
に
つ
い
て
は
、
一
年
お
き
に
専

門
業
者
に
委
託
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
玄
関
前
に
屋
根
を
。

こ
ど
も
課
長　

管
理
面
と
か
衛
生
面
も
大
切
に

し
な
が
ら
、
利
用
者
の
利
便
性
や
安
全
性
を
第

一
に
考
え
て
玄
関
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

問　

火
の
見
や
ぐ
ら
に
子
ど
も
が
登
れ
な
い
対

策
を
。

町
長　

遊
び
場
近
く
に
あ
る
火
の
見
に
つ
い
て

は
消
防
団
並
び
に
地
元
区
と
も
協
議
し
、
危
険

周
知
あ
る
い
は
幼
児
が
登
れ
な
い
よ
う
な
対
応

を
早
急
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

食
（
給
食
）の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

問問
安
全
性
と
安
心
感
の
あ
る
学
校
に
つ
い
て

子
ど
も
の
犯
罪
に
対
す
る
安
全
・
安
心
は

問問問問問問

町
長

こ
ど
も
課
長

生
涯
学
習
課
長

問問

八
千
穂
庁
舎
及
び
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

八
千
穂
高
原
ス
キ
ー
場
運
営
に
つ
い
て

町
長

町
長

総
務
課
長

問問

問問問問

公
共
施
設
（
遊
び
場
）の
安
全
に
つ
い
て

問問 問問問問問問問問 教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

町
長

問問

問問問問町
長

町
長

意
見
意
見

意
見
意
見

八千穂庁舎八千穂庁舎

佐久穂小中学校給食室佐久穂小中学校給食室
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問　

研
修
会
へ
の
参
加
で
質
の
向
上

を
図
る
と
あ
る
が
、
ど
の
様
な
研
修

会
で
何
回
あ
る
か
、
臨
時
職
員
も
参

加
す
る
の
か
。

教
育
長　

今
年
度
か
ら
臨
時
職
員
も

参
加
し
て
保
育
業
務
に
役
立
て
て
お

り
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　

全
般
に
か
か
わ
る
研

修
、
専
門
性
を
育
て
る
研
修
、
初
任

者
研
修
、
経
験
年
数
別
研
修
、
未
満

児
担
当
者
研
修
な
ど
、
年
30
回
あ
り

保
育
園
の
運
営
・
職
員
配
置
に
つ
い

て問　

臨
時
職
員
の
時
給
を
上
げ
た
が
、

保
育
士
の
確
保
は
で
き
て
い
る
か
、

代
替
保
育
士
の
確
保
は
十
分
か
。

教
育
長　

ク
ラ
ス
に
対
応
す
る
保
育

士
の
確
保
は
で
き
ま
し
た
が
、
延
長

保
育
の
対
応
に
は
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
代
替
保
育
士
は
不
足
し
て
い

る
状
況
で
す
。

ま
し
た
。
内
容
ご
と
に
担
当
す
る
職

員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

問　

未
満
児
希
望
者
は
全
員
受
け
入

れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

10
月
に
申
し
込
み
を
受
け

た
方
に
は
全
員
希
望
の
園
で
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

問　

途
中
で
の
申
し
込
み
の
対
応
は
。

こ
ど
も
課
長　

今
ま
で
は
第
一
希
望

の
園
に
入
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
保
育
の
需
要
が
あ
り
、
町
が
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
以
上
、

未
満
児
保
育
に
つ
い
て
も
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

正
職
員
の
仕
事
、
臨
時
職
員
の

仕
事
の
区
分
け
は
。

教
育
長　

保
育
が
中
心
と
な
り
ま
す

が
、
保
育
計
画
の
立
案
、
保
育
要
録
、

出
席
簿
、
発
達
測
定
簿
、
保
育
相
談

等
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
業
務
を
正

職
員
と
で
区
分
を
し
、
園
と
し
て
の

仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　

園
へ
の
要
望
、
苦
情

等
は
正
職
員
が
対
応
し
、
内
容
に
よ

っ
て
は
、園
長
、主
任
が
対
応
し
ま
す
。

問　

ク
ラ
ス
担
任
は
正
職
員
が
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

こ
ど
も
課
長　

22
ク
ラ
ス
の
う
ち
、

５
ク
ラ
ス
で
臨
時
職
員
が
担
任
し
て

い
ま
す
。
３
才
以
上
児
の
同
学
年
に

は
経
験
の
あ
る
正
職
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
正
職
、
臨
時
職
と
い
う
区

分
で
な
く
、
質
の
高
い
保
育
を
し
て

も
ら
う
た
め
、
園
長
、
主
任
も
サ
ポ

ー
ト
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

町
は
１
５
０
人
の
職
員
を
抱
え

る
一
大
企
業
だ
と
す
れ
ば
、
幼
児
教

育
、
子
育
て
支
援
、
女
性
の
働
く
場

の
確
保
の
面
か
ら
も
、
率
先
し
て
正

職
員
を
採
用
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

１
５
０
人
か
ら
の
職
員
の
ト

ッ
プ
に
立
つ
者
で
す
が
、
私
は
政
治

家
で
す
。
そ
れ
以
上
に
住
民
の
ほ
う

を
向
い
て
し
か
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
住
民
の
目
線
で
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
課
長
ク
ラ
ス
と
話
し
、
な

お
か
つ
、
労
働
組
合
と
話
し
て
今
後

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
推
進
連
絡
協
議
会
の
状
況
は

須
田  

良
子

町
長　
「
佐
久
穂
町
の
将
来
の
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
を
考
え
る
会
」
を
月
一
回
程
度
開

催
し
て
い
た
だ
き
ま
す

将
来
の
町
の
農
業
を
支
え
る
に
は

髙
見
澤  

春
野

町
長　

関
係
者
と
緊
密
な
連
携
を
図
る

体
制
で
支
え
ま
す

ク
ラ
ス
担
任
は
正
職
員
が

す
べ
き
で
は

倉
澤  

陽
一

教
育
長　

基
本
的
に
は
正
職

員
が
つ
き
、
臨
時
職
員
は
補

佐
を
す
る
配
置

問問

保
育
園
の
運
営
・

職
員
配
置
に
つ
い
て

問問

問問 問問 問問

問問

問問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

教
育
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

町
長

保育園研修会の様子保育園研修会の様子
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町
の
農
業
の
今
後

問　

基
幹
農
業
の
農
業
だ
が
高
齢
化
、
農
業
従

事
者
の
減
少
、
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
で
今
後
が
危
惧
さ
れ
る
。
10
年
・
20
年
後
の

町
の
農
業
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
が
今
か
ら
必

要
で
は
。
青
写
真
は
で
き
て
い
る
の
か
。

町
長　

確
実
に
次
代
に
繋
げ
る
た
め
、
地
域
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
販
路
拡
大
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
認
定
農
業
者
等
が
経
営
拡
大
を
目

指
せ
る
農
地
集
積
へ
の
情
報
提
供
、
新
規
就
農

者
の
誘
致
、
育
成
を
農
業
委
員
会
や
農
協
な
ど

と
緊
密
な
連
携
を
図
る
体
制
で
支
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
青
写
真
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

農
福
連
携
の
推
進
を

問　

福
祉
分
野
と
農
業
分
野
が
連
携
し
て
い
く

こ
と
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
良
い
の
で
は
。

町
長　

障
が
い
者
や
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
い

る
人
た
ち
が
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
農
業
も
そ
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
得
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
農
福
連
携
は
今
後
の
農
業
の

継
続
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
手
段
に
な
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

要
望
が
あ
れ
ば
関
係
す
る
皆
様
と
協
力
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
を
行
う
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

問　

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
に
農
業
と
関
わ
っ
て

も
ら
う
初
め
の
一
歩
が
大
事
、
始
め
て
は
ど
う

か
。

健
康
福
祉
議
長　

マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く
で
き

れ
ば
良
い
と
考
え
ま
す
。

　

種
子
法
廃
止
に
よ
る
影
響
へ
の
対
応

問　

種
子
法
（
主
要
農
産
物
種
子
法
）
が
今
年

４
月
に
廃
止
さ
れ
て
、
い
ず
れ
影
響
が
出
る
と

思
わ
れ
る
。
町
は
ど
う
見
通
し
て
い
る
の
か
。

慌
て
な
い
よ
う
に
対
応
を
考
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

町
長　

種
子
価
格
の
上
昇
を
招
く
懸
念
が
あ
り

ま
す
。
長
野
県
で
は
廃
止
以
降
も
引
き
続
き
、

種
子
の
安
定
供
給
を
行
う
た
め
、
県
主
要
作
物

種
子
制
度
基
本
要
綱
を
策
定
し
、
県
原
種
セ
ン

タ
ー
を
種
子
計
画
の
策
定
や
原
種
の
供
給
を
担

う
種
子
生
産
団
体
に
位
置
付
け
、
従
来
の
体
制

を
堅
持
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

種
子
法
の
廃
止
に
よ
る
影
響
を
注
視
し
、
必

要
が
あ
れ
ば
県
へ
の
要
望
を
行
い
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

ス
キ
ー
場
問
題
の
今
後

問　

民
間
事
業
者
と
の
協
議
の
交
渉
が
継
続
さ

れ
て
い
る
。
関
東
圏
が
近
く
な
っ
た
の
で
、
支

出
を
抑
え
な
が
ら
誘
客
を
頑
張
る
と
の
こ
と
。

年
内
に
譲
渡
先
を
決
定
す
る
の
は
、
と
て
も
厳

し
い
状
況
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
横
断

道
が
で
き
、
ま
だ
一
年
目
。
も
う
２
〜
３
年
経

過
を
見
て
も
良
い
の
で
は
。
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

町
直
営
で
は
な
く
し
た
い
と
い
う
の
が

第
一
で
あ
り
、
ス
キ
ー
場
を
な
く
し
た
い
の
で

は
な
い
で
す
。
年
間
最
低
で
も
５
０
０
０
万
円

か
ら
の
赤
字
が
で
る
こ
と
か
ら
、
直
営
を
選
択

す
る
と
い
う
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

問　

八
千
穂
高
原
区
と
の
話
し
合
い
は
。

町
長　

５
月
に
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た

打
合
せ
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
区
長
と

密
に
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
千
穂
高
原
の
観
光
事
業
の
取
り
組
み

問　

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
新
し
い
試
み
は
。

町
長　

ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
が
７
月
〜
９
月
に
か
け

て
展
開
さ
れ
ま
す
。
小
海
町
観
光
協
会
と
合
同

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま
し
た
。
白
駒
池

駐
車
場
で
配
布
し
、
八
千
穂
高
原
や
奥
村
土
牛

記
念
美
術
館
等
へ
足
を
延
ば
し
て
も
ら
う
よ
う

観
光
宣
伝
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
海

町
と
合
同
で
東
京
、
名
古
屋
で
行
わ
れ
る
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
佐
久
穂
町
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
を
７
月

〜
10
月
ま
で
、
八
千
穂
高
原
ス
キ
ー
場
の
駐
車

場
と
白
駒
池
駐
車
場
を
区
間
と
し
、
計
画
し
て

い
ま
す
。

問　

観
光
推
進
連
絡
協
議
会
の
現
在
の
取
り
組

み
状
況
は
。

町
長　
「
佐
久
穂
町
の
将
来
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

を
考
え
る
会
」
と
し
て
、
15
名
の
方
の
応
募
が

あ
り
、
第
一
回
目
の
会
議
を
５
月
に
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
月
一
回
程
度
開
催
し
、

観
光
分
野
に
お
い
て
な
す
べ
き
対
策
を
具
体
的

に
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
宿
泊
業
、

飲
食
、
小
売
業
、
農
林
漁
協
等
町
内
で
観
光
事

業
に
関
わ
っ
て
お
り
、
今
後
、
多
年
に
わ
た
り
、

観
光
分
野
で
事
業
活
動
を
さ
れ
る
方
で
す
。
長

野
県
、
町
の
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
を
お
願

い
し
、
検
討
、
ま
と
め
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
キ
ー
場
問
題
の
今
後

八
千
穂
高
原
の

観
光
事
業
の
取
り
組
み

農
福
連
携
の
推
進
を

町
の
農
業
の
今
後

種
子
法
廃
止
に
よ
る

影
響
へ
の
対
応

町
長

問問問問

問問

町
長

問問

町
長

問問問問

問問 産
業
振
興
課
長

問問産
業
振
興
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

健
康
福
祉
課
長

佐久穂町を代表する農作物の１つである花卉の選花場佐久穂町を代表する農作物の１つである花卉の選花場

夏の八千穂高原スキー場夏の八千穂高原スキー場
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委委委員員員会会会活活活動動動かかからら委員会活動から委委員員員会会会活活活動動動かかからら委員会活動から
委員会審査

「歳入歳出それぞれ 3197 万 6千円を追加し歳入歳

出の総額を 80億 4753 万 2千円とする」

○ふるさと納税寄付金は 274万円補正し 774万円に

増額

○医療費圧縮のため。国民健康保健特別会計貸付金

（一般会計からの貸付金）は 9226 万 3 千円補正

し 4073万 7千円に減額

○索道事業特別会計貸付金は 2260 万 2千円補正し

5703万 9千円に減額

○繰越明許費、道路補梁費 3700万円

問　キャリア教育副読本とは。
答　信大委託実績による、学年（4～ 8年生）
を通して林業学習をやっているものの副読本。

問　福祉保健師について。
答　佐久市在住のフリーの方、各保育園に月 2
回お願いしている。今後も継続する。

「歳入歳出それぞれ 4959 万 8 千円を追加し、歳入

歳出の総額を 80億 6859 万 8千円とする」

○八十二銀行の東側の土地 622㎡購入代金のため公

有財産購入費 795万 4千円増額補正

○難視聴対策事業 368万 9千円増額補正

○地域おこし協力隊設置事業 1名増員半年分 218 万

8千円増額補正

○予備費から企画財政費の委託料に 2千万円を移す

○紙巻きたばこ１本につき 12.2 円を 13.2 円に引き

上げる。

　税率 6.4％を 6.7％に、上限基礎課税額は 54万円

を 58万円に引き上げる。

平成29年度一般会計補正予算

問　件数、内容は。
答　209名3割東京在住、返礼率26％210万円

問　繰越をしたのはなぜ
答　電柱移転等工事遅延ため

平成30年度一般会計補正予算

問　生涯学習館への上水道管布設は。
答　花岡からは途中で止まっている。北からで
は水圧が足りないので現状の井戸になった。

問　委託料２千万とは。
答　八千穂高原インターチェンジ付近 299 号
線沿いに道の駅（仮称）を造るため書類づくり
等の調査費 1825 万円等。埋め土は旧佐久西
小などにストックの残土使用予定。

町税条例改正

問　今後、年度毎にどう変わっていくか
答　市販たばこ今年 10月１日より 1本 1円値
上げ来年は値上げなく 4年間で 1本 3円値
上げ（460円／箱→ 500円／箱）
　加熱式たばこも５年かけて増税を行う。

国民健康保険税条例の改正

《反対討論》3 月の定例会では税率を上げな
い方針と言っていたのに低所得者には厳しい、
徴収率が下がる、しばらく様子を見るのがよい。

《賛成討論》　国保税の赤字を埋めるには税率
を上げるほかに手立てがない。全国保利用者
が負担すべきである。

キャリア教育キャリア教育
　　　副読本　　　副読本

■総務文教常任委員会



　経済福祉常任委委員会には、担当する産業振興課、建設課、健康福祉課並びに町立千曲病院及び佐
久穂町老人保健施設が所管する認定案１件、所管事項精査を含む承認案４件、同じく所管事項精査を
含む議案９件の合計 14件の議案が付託されました。

八千穂高原スキー場八千穂高原スキー場

承認第７号：平成 29 年度索道
事業特別会計の補正予算の
専決処分の承認では、

問　歳出削減した主な修繕費の減額は
もっと早く分からなかったのか？

答　それ自体はシーズンイン前にわか
っていました。

意見　本来は専決でなく 12 月か 3月
の補正予算で審議すべきです。

問　広告宣伝費が当初予算 238 万円の
うち 56％もの費用を不要額として補
正するのは何故か？

答　雑誌広告や談合坂ＳＡでのクーポ
ン等効果の期待できない広告宣伝を
節約しました。

意見
＊予算審議で節約するのはわかるが、
実績で節約の話にはならない。

＊当初予算の一般会計借入金 7,964 万
円のうち 30％近くが不要として補正
するのは精度が悪すぎる。

＊予算計上の問題か、予算の執行上に
問題があったのか、委員会ではこう
した点が問題となりました。

委員会での質疑・論点委員会での質疑・論点認定
案件

平成 29 年度佐久穂町病院事業会計決算の
認定について
平成 29 年度の病院事業（町立千曲病院）の決算

承認
案件

付託された 4件の認定案件は全て補正予算の専

決処分の承認を求める案件で、承認 4号、5号、

9号の専決処分については、原案通り専決が承認

されました。

承認第 7号の平成 29年度佐久穂町索道会計特別会計

補正予算の委員会では、予算手続きや予算制度の問題

を審議しました。

結果は

収益的収入額：１, ６４３, ７５０千円

　　　支出額：１, ７１２, ８４３千円

29年度純損失額：　６９, ０９２千円

と赤字決算の報告が行われました。

審査の結果、決算報告案件を認定しました。

平成 30年度一般会計補正予算で、繰越金や人事

異動等に伴う予算補正で、歳入歳出にそれぞれ

49,598 千円を加えるもので、所管案件を精査し
原案通り可決するものとしました。

その他 5件の議案についても、原案通りに可決する

ものと決しました。

議案
第46号

 3 件の議案は本年 7月 1日から「花岡崎田地

区農業集落排水を南佐久公共下水道に移管す

る事により、関係条例を変更するもので、原案

通り可決しました。

議案
第41号、第44号、

第45号

千曲病院の決算認定では…
28 年度より改善したが 29 年度も約
6,900 万円の赤字決算となりました。

問　診療科別では外科と整形外科が入
院・外来とも減少しているが？

答　外科で昨年 7月から常勤医が 1名
体制になり、整形外科は常勤医師が
居ない事が大きな要因です。

問　対策は・・・
答　公募していた整形外科では、今年
8月から常勤医師の就任が決定しま
した。

＊この他、増収努力と経費削減努力の
継続を要請しました。

1717

■経済福祉常任委員会
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■
「
ま
ち
の
駅
」
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

町
内
の
約
１
８
０
人
の
会
員
が
町

内
で
栽
培
・
収
穫
さ
れ
た
安
全
・
安

心
な
地
元
産
、
野
菜
、
果
樹
、
花
卉
、

そ
の
他
各
種
加
工
品
等
約
６
０
０
品

目
程
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

自
分
で
作
っ
た
も
の
を
自
分
で
売

り
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
も
佐
久
穂
町
産
だ
け
を
扱

っ
て
い
る
点
が
一
番
の
特
徴
で
す
。

ま
た
、
佐
久
穂
小
中
と
町
内
保
育

園
３
ヶ
所
に
給
食
食
材
を
納
入
し
、

そ
の
地
産
地
消
率
は
県
下
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。

■
「
ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
佐
久
南
」
が

オ
ー
プ
ン
し
て
影
響
は
あ
り
ま
す

か
。

オ
ー
プ
ン
当
時
は
、
若
干
の
影
響

は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
は
町
民

・
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
で
最
低
売

上
目
標
１
億
円
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

■
中
部
横
断
自
動
車
道
Ｉ
Ｃ
開
通
し

ま
し
た
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

こ
れ
か
ら
の
様
子
を
見
な
い
と
な

ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
状
況
の
変

化
の
中
で
地
域
に
密
着
し
た
安
定
的

な
運
営
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

■
八
千
穂
高
原
Ｉ
Ｃ
付
近
に
「
道
の

駅
（
仮
称
）」
が
造
成
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
出
店
の
お
考
え
は
。

「
ま
ち
の
駅
」
で
は
現
在
の
諸
事
情

を
考
え
る
と
町
民
に
定
着
し
て
い
る

今
の
所
が
一
番
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
道
の
駅
」
に
競
合
す
る
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
心
配
で
す
。
両
方
に
分
散
は

難
し
く
、
今
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

■
後
継
者
問
題
は
ど
う
で
す
か
。

後
継
者
不
足
も
あ
り
生
産
者
が
減

っ
て
い
く
の
が
心
配
で
す
。
現
在
は

若
い
人
た
ち
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
新

し
く
加
入
し
て
い
た
だ
き
会
員
数
は

現
状
維
持
で
き
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
。

プ
ル
ー
ン
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
つ
つ

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
核
と
し
て
、
佐

久
穂
町
の
特
産
物
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
町
民
に
密
着
し

た
「
ま
ち
の
駅
」
と
し
て
、
生
き
が

い
対
策
に
貢
献
し
つ
つ
、
佐
久
穂
町

を
宣
伝
し
、
情
報
発
信
を
し
て
い
く

場
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
■
最
後
に
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

多
く
の
先
輩
た
ち
が
育
て
て
き
た

直
売
所
も
丸
15
年
に
な
り
ま
し
た
。

直
売
所
の
安
定
的
な
運
営
は
、
町
民

の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
ご

利
用
い
た
だ
い
た
お
か
げ
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

一
会
員
と
し
て
は
、
プ
ル
ー
ン
・

リ
ン
ゴ
の
生
産
者
で
あ
り
、
日
々
の

作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
中
で
会
長
を

引
き
受
け
ま
し
た
が
、
家
族
の
協
力

で
今
日
ま
で
来
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な
地
元
産
の
農
産
物

等
を
販
売
し
、
地
産
地
消
に
貢
献
し

皆
様
方
に
ご
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
今
後
も

多
く
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
安
価
に

消
費
者
に
届
け
、
生
産
者
と
生
活

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拠

点
と
し
て
、
そ
し
て
食
育
活
動
な

ど
も
含
め
た
食
と
農
の
交
流
拠
点

と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
今
後
も

担
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い

　

（
聞
き
手　

石
井 

正
行
）

　　

佐久穂町の活性化を図り佐久穂町の活性化を図り

安全・安心で販売安全・安心で販売「まちの駅」「まちの駅」 がんばる
さくほの
チョー民

「まちの駅」佐久穂町農産物直売所

会 長  嶋崎 敏彦嶋崎 敏彦 さん さん
　佐久穂町ショッピングパーク「ラーチ」内の駐車場に隣接している「まちの駅」は、
いつも多くの人でにぎわっています。
　去年の３月から会長を務めておられる海瀬新田の嶋崎敏彦さんにお話を伺いました。

佐久穂町農産物直売所「まちの駅」佐久穂町農産物直売所「まちの駅」

新
し
い
編
集
委
員
に
な
っ
て

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
広
報

活
動
の
重
要
性
か
ら
紙
面
を

12
ペ
ー
ジ
か
ら
16
ペ
ー
ジ
に
増

や
し
ま
し
た
。

紙
面
構
成
で
は
、
少
し
で

も
読
み
や
す
く
ま
た
、
皆
さ

ま
に
議
会
活
動
を
伝
え
ら
れ

る
か
様
々
の
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
。

本
号
は
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
速
報
を
す
る
た
め
、

更
に
２
ペ
ー
ジ
増
や
し
18
ペ
ー

ジ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が

住
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

と
な
る
様
、
皆
様
か
ら
の
感

想
や
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
編
集
後
記
◆

広
報
編
集
調
査
委
員

　

出  

浦  

修  

身

次回９月定例会は

99月月66日木日木
～～2020日木日木
を予定しております。

皆様の傍聴を心よりお待ちしております。
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	議会だより53_10
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	議会だより53_16
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